
「たんばふるさと学」 推進計画 

◆課題 

丹波の魅力ある教育資源（自然・文化・産業など）を活用し、学校・地域が連携しながら単元構成から授業実践を
行い、ふるさと丹波市への愛着や誇りを持った子どもたちを育む教育 

◆背景 

年次計画 

過疎化・人口減少 
核家族化・少子化 
家庭教育力の低下 
コミュニティ意識の希薄化 

教育研究室による 
先行研究 

自治協議会・まちづくり指導員 

モデル校による 
実践研究 

H27 H28 H29 H26 

全校による展開 

概要 

自尊感情が低い子ども(75.6%） 
 ・「自分にはよいところがあると思いますか」 
 ・H26全国学力調査結果より 

ふるさとへの関心の低下 
学習意欲や探求心の低下 
体験学習の減少 

地域人材の 
紹介・派遣 

ともに教える 

教育資源の 
活用提案や 
ｶﾘｷｭﾗﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ 

ともに考える 

◆めざす児童像 

自尊感情の高まり 
ふるさとへの愛着や誇りの醸成 
主体的に学ぶ意識の向上 
地域への関心増加、地域課題の理解 
地域の一員としての意識の向上 
豊かな体験学習の増加 

◆めざす家庭・地域 

学校との連携強化 
家庭対話の増加 
学校教育への参画 

地域 

学校 

地域参画による教育の展開 

市内３校による地域連携による授業実践研究 

ふるさと丹波市への愛着や誇りの高まり 

リーフレット作成 
報告会で全校へ周知 中間報告書の配布 

授業をもとにした実践研究 「たんばふるさと学」の体系化 

地域との連携の在り方を協議 

「たんばふるさと学」の理論研究 

・地域との連携による「たんば 
 ふるさと学」のｶﾘｷｭﾗﾑ整備 
 および授業実践 
 
 


